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えひめ AI ― 1

健
康
で
恵
み
豊
か
な
環
境
を
保
全
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
環
境
を
将
来
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、町
民
・
事
業
者
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
施
策

の
計
画
的
な
推
進
を
図
る
。

　

河
川
環
境
の
保
全
対
策
と
し
て
、
水

質
調
査
の
継
続
、環
境
浄
化
微
生
物
「
え

ひ
め
Ａ
Ｉ―

１
」
普
及
事
業
、
広
見
川

等
の
清
掃
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ

る
水
質
浄
化
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
生
活
環
境
改
善
対
策
と
し
て
、

下
水
道
化
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
町
内

３
地
区
に
お
い
て
農
業
集
落
排
水
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
集
合
処
理
計

画
区
域
の
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、「
浄

化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
」
を
実
施

し
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
河
川
の
水
質

保
全
に
努
め
る
。

　

更
に
、
自
然
環
境
の
保
全
、
廃
棄
物

の
適
正
な
処
理
、
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
資
源
の

有
効
活
用
、
廃
棄
物
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
等
へ
の
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
不
法
投
棄
・
野
焼
き
な
ど
の
防
止

パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
積
極
的
な
公
害
防
止

対
策
を
推
進
す
る
。
な
お
、懸
案
と
な
っ

て
い
る
「
鬼
北
ブ
ロ
ッ
ク
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
」
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
使
用
開
始
を
目
指
し
、
積

極
的
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、「
広
域

ご
み
処
理
施
設
」
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

広
域
事
務
組
合
と
関
係
市
町
村
が
連
携

を
密
に
し
、
計
画
に
沿
っ
た
施
設
整
備

が
で
き
る
よ
う
積
極
的
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
。

（
３
）
水
道
部
門

　

公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
、
安

全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
し
て
供
給
す

る
と
と
も
に
、
有
収
率
の
向
上
と
経
費

の
節
減
を
図
り
、
水
道
事
業
の
健
全
経

営
に
努
め
る
。
ま
た
、
安
定
し
た
生
活

用
水
の
供
給
を
図
り
、
地
域
住
民
の
生

活
環
境
の
改
善
に
資
す
る
た
め
、
今
年

度
も
引
き
続
き
三
島
統
合
簡
易
水
道
施

設
整
備
計
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業

に
よ
り
簡
易
給
水
施
設
整
備
事
業
を
実

施
す
る
。

（
４
）
消
防
・
防
災
部
門

　

平
成
16
年
度
日
本
各
地
で
発
生
し
た

暴
風
雨
災
害
・
地
震
災
害
の
対
応
や
反
省

を
踏
ま
え
、
自
然
災
害
や
人
的
災
害
等

に
対
応
す
る
初
動
体
制
お
よ
び
危
機
管

理
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
ご
と
に
「
自
主
防
災
組
織
」
を
設
置

し
、地
域
防
災
安
全
対
策
の
徹
底
と
消
防
・

防
災
意
識
の
啓
発
に
努
め
る
。

　

更
に
、
高
齢
者
等
の
身
体
的
弱
者
や

財
産
等
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、

平
成
15
年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し
て
い

る
「
女
性
消
防
隊
」
の
機
能
を
発
揮
し
、

予
防
消
防
活
動
や
有
事
の
際
の
後
方
支

援
活
動
な
ど
、
女
性
の
感
性
と
特
性
を

活
か
し
た
消
防
活
動
を
積
極
的
に
展
開

す
る
。
ま
た
、
東
南
海
・
南
海
地
震
防

災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
を
受
け

た
こ
と
の
重
大
性
を
認
識
し
、
地
震
に

よ
る
防
災
対
策
は
も
と
よ
り
、
各
種
の

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
「
鬼
北
町
地
域
防
災
計
画
」
を
策

定
し
、
防
災
対
策
の
強
化
と
充
実
に
努

め
る
。

（
５
）
住
宅
部
門

　

平
成
11
年
３
月
に
策
定
し
た
「
町
営

住
宅
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
」
に
基

づ
き
、
今
年
度
今
在
家
団
地
に
２
棟
４

戸
の
町
営
住
宅
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、

老
朽
化
し
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
植
松
団
地
４
棟
４
戸
の
建
替
え
を
実

施
し
、
順
次
計
画
的
に
用
途
廃
止
や
建

替
え
を
行
い
、
住
環
境
の
整
備
と
既
存

住
宅
の
質
的
向
上
を
図
る
。
ま
た
、
家

賃
徴
収
事
務
お
よ
び
未
収
納
家
賃
対
策

事
務
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
事
務
執
行

を
行
い
、
滞
納
者
に
対
す
る
指
導
の
強

化
と
徴
収
率
向
上
に
努
め
る
。

３ 　

 

あ
た
た
か
い
心
が
通
う
福
祉

社
会
の
充
実

（
１
）
国
民
年
金
部
門

　

わ
が
国
の
主
要
な
社
会
保
障
制
度
で

あ
る
年
金
制
度
の
重
要
性
を
積
極
的
に

周
知
し
町
民
の
年
金
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
保
険
事

務
所
と
連
携
し
保
険
料
の
完
全
納
付
の

指
導
に
努
め
、
町
民
の
老
後
の
生
活
安

定
に
資
す
る
。

（
２
）
児
童
福
祉
部
門

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基

づ
く
行
動
計
画
に
沿
っ
て
、
社
会
の
変

化
に
対
応
し
た
保
育
所
の
適
正
管
理
に

努
め
る
な
ど
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
成
さ
れ
る
社

会
環
境
の
醸
成
に
努
め
る
。

（
３
）
障
害
者
福
祉
部
門

　

障
害
者
も
健
常
者
も
社
会
の
一
員
と

し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
、
誇

り
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
社
会
環
境
づ

く
り
に
努
め
、
身
体
お
よ
び
知
的
障
害

者
の
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
精
神
障
害

者
の
社
会
参
加
を
目
指
す
小
規
模
作
業

所
の
機
能
充
実
な
ど
諸
施
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

（
４
）
高
齢
者
福
祉
部
門

　

高
齢
者
が
安
全
で
快
適
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
介
護
保
険
や
老
人
保
護
措

置
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
要
介
護
状
態
か
ら
の

回
避
や
状
態
の
悪
化
を
予
防
し
、
自
立

し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
を
図
り
、

転
倒
骨
折
予
防
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
家
族
介
護
教
室
な
ど
の
介
護
予

防
・
地
域
支
え
あ
い
事
業
や
介
護
手
当

支
給
事
業
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

（
５
）
介
護
保
険
部
門

　

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
５
年
が

経
過
し
，
新
規
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

が
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
携
と
協
調
を

密
に
し
な
が
ら
、
介
護
保
険
制
度
の
適


